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（１）所 有 者  笠岡市（笠岡市中央町１－１） 

笠岡市立竹喬美術館保管 

 

（２）法   量   各 縦 167.7 ㎝ 横 368.5 ㎝ 

 

（３）概   要 

  笠岡市出身の小野竹喬（1889～1979）は近代を代表する日本画家で、風景画

で名高い。本作は大正７（1918）年、竹喬ら５名の画家が国画創作協会を結成す

るにあたり、その第１回展で発表された大作である。竹喬はこの時期、東洋の古美

術や西洋近代絵画に学びつつ日本画による風景表現の方向性を探求しており、多く

の画家に影響を与えていた。本作は三重県志摩市の波切港を描いたもので、油絵を

思わせる明るく雄大な景観描写はその模索の成果として示されたものである。竹喬

の自信作であるとともに、記念碑的な作品であり、竹喬のみならず日本画の風景表

現の展開を考えるうえで重要な位置を占める。 

  画稿は、本作を製作するためのスケッチと試作で、附として一体的な保護を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供：笠岡市立竹喬美術館 



名           称    ［ 員   数 ］ 所有者又は管理者 所在地 指定年月日

1 絹本著色宇喜多能家像 岡山県 岡山市北区後楽園　県立博
物館

平成9年6月30日

2 絹本墨画廬山図　玉澗筆 岡山県 岡山市北区天神町　県立美
術館

昭和27年3月29日

3 紙本墨画山水図　雪舟筆 岡山県 岡山市北区天神町　県立美
術館

昭和31年6月28日

4 紙本墨画老子像 岡山県 岡山市北区天神町　県立美
術館

平成25年6月19日

5 紙本淡彩山雨染衣図　浦上玉堂筆 岡山県 岡山市北区天神町　県立美
術館

昭和35年6月9日

6 絹本著色清明上河図 林原美術館 岡山市北区丸の内 昭和38年7月1日

7 紙本金地著色洛中洛外図六曲屏風 林原美術館 岡山市北区丸の内 平成8年6月27日

8 紙本著色花鳥図長谷川信春筆六曲屏風 妙覚寺
（岡山市御津金川）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈承認〉

昭和43年4月25日

9 信仰の悲しみ　関根正二筆　1918年　油絵
麻布

大原美術館 倉敷市中央 平成15年5月29日

10 Ｎの家族　小出楢重筆　1919年　油絵　麻
布

大原美術館 倉敷市中央 平成15年5月29日

11 紙本著色絵因果経断簡巻第二上 大原美術館 倉敷市中央 昭和16年7月3日
（平成24年9月6日名称変更）

◎ 12 紙本墨画淡彩山水図　雪舟筆 個人
（倉敷市中央）

京都国立博物館
（寄託）

昭和28年11月14日

◎ 13 絹本著色宮女図　（伝桓野王図） 個人
（倉敷市中央）

京都国立博物館
（寄託）

昭和27年11月22日

14 紙本著色兎道朝暾図　青木木米筆 個人 倉敷市中央 昭和27年3月29日

15 紙本墨画騰龍図　青木木米筆 個人 倉敷市中央 昭和37年6月21日

16 絹本著色仏涅槃図 自性院・安養院
（笠岡市神島内浦）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈勧告〉

明治34年8月2日

17 絹本著色地蔵十王像 日光寺
（笠岡市神島外浦）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈承認〉

明治34年8月2日

18 絹本著色地蔵菩薩像 宝福寺
（総社市井尻野）

岡山市北区後楽園　県立博
物館寄託

明治34年8月2日

19 絹本著色十王像［十幅］ 宝福寺
（総社市井尻野）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈勧告〉

明治34年8月2日

20 絹本著色釈迦三尊像 頼久寺
（高梁市頼久寺町）

奈良国立博物館寄託 明治34年8月2日

21 絹本著色中不動三十六童子左右両界曼荼羅
図［三幅］

宝光寺
（瀬戸内市牛窓町鹿
忍）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈承認〉

明治34年8月2日

22 絹本著色仏涅槃図 遍明院
（瀬戸内市牛窓町千
手）

京都国立博物館
〈承認〉

明治34年8月2日

23 絹本著色阿弥陀二十五菩薩来迎図 遍明院
（瀬戸内市牛窓町千
手）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈承認〉

明治34年8月2日

24 絹本著色両界曼荼羅図［二幅］ 長福寺
（美作市真神）

岡山市北区後楽園　県立博
物館寄託

明治34年8月2日

25 絹本著色不動明王像 長福寺
（美作市真神）

岡山市北区後楽園　県立博
物館寄託

明治34年8月2日

26 絹本著色十二天像（伝増吽筆）［十二幅］ 長福寺
（美作市真神）

岡山市北区後楽園　県立博
物館寄託

明治34年8月2日

27 絹本著色愛染明王像 捧澤寺
（矢掛町東三成）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈承認〉

明治34年8月2日

28 絹本著色地蔵菩薩像 捧澤寺
（矢掛町東三成）

岡山市北区後楽園　県立博
物館〈承認〉

明治34年8月2日

29 絹本著色愛染明王像 捧澤寺
（矢掛町東三成）

岡山市北区後楽園県立博物
館〈承認〉

明治34年8月2日

30 波切村〈小野竹喬筆／絹本著色　四曲屏風〉１
双　附　画稿　10面

笠岡市 笠岡市六番町　笠岡市立竹
喬美術館
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【登録有形文化財（建造物）】 
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（１）所 在 地  倉敷市児島由加 

（２）所 有 者  個人 

（３）概  要   

由加神社本宮は、倉敷市市街地から南東約 13 ㎞離れた瑜伽山の山中にあり、

南方約 4 ㎞先には瀬戸内海が広がる。開基は奈良時代に遡ると伝えられている

が、定かでない。その後の変遷も不詳であるが、江戸時代中期には備前藩主池田

氏の祈願所となり、池田氏が神社社殿を造営したと伝えられている。現在は西日

本を中心に末社 52 社を有し、厄 除 け の 総 本 山 と し て 広 く 知 ら れ て い る 。  

現在の由加神社境内は南北に細長い長方形で、南側参道北端の石階段を登っ

た広場東側に備前焼の大鳥居を構えて、境内出入り口としている。境内北側に切

石によってやや高く造成された基壇上に拝殿及び幣殿を建て、その奥には本殿

が建ち、本殿東側に三宝荒神社本殿が建っている。なお、本殿は昭和 36 年に岡

山県の指定重要文化財に指定されている。 

拝殿及び幣殿の建築年代は、棟札写しから、安永 6（１７７７）年と考えら 

れ、虹梁（こうりょう）や木鼻（きばな）の彫刻や模様にも安永期頃の特徴が

認められる。拝殿は比較的規模が大きく、入母屋造平入（いりもやづくりひら

いり）で千鳥破風（ちどりはふ）と向拝（こうはい）を設け、北側背面には切

妻造銅板葺（きりづまづくりどうばんぶき）の幣殿を延ばす。さらに天保９

（１８３８）年、南側前方に向唐破風造（むこうからはふづくり）向拝を増築

し、独特な形式となっている。彫刻や錺（かざり）金具で濃密に装飾され、意

匠的にも技術的にも価値が高い。また、建築年代が明確で歴史的な価値も高

く、貴重である。 

  三宝荒神社本殿の建築年代は、装飾文様やその他の特徴から、江戸後期と推 

定される。規模は桁行 1 間、梁間 1 間と小規模であるが、正面を入母屋造、背 

面を切妻造、銅板葺で妻入とする。正面に 1 間の向拝を付し、三方に擬宝珠高 

欄（ぎぼしこうらん）付きの縁を廻す。元は壁面を除いた全体にベンガラが塗 

られていたと見られ、平成 9（１９９７）年に、向拝と正面縁周りを塗装。板 

状の頭貫木鼻など古い特徴を残した丁寧な造りで、意匠的にも技術的にも価値 

が高い。 

大鳥居は備前焼の部材を組み上げて造られた、特異な鳥居である。柱間約 

３.2m、高さ約 4.7m、柱の最大径約 0.4m で、柱には「明治廿七年」「一月

建立」と刻銘がある。全体に春日鳥居の特徴を有するが、一般的な春日鳥居と

比較して特に柱太さに対して貫や島木・笠木の寸法が通常より大きく造られて

いる。建造年代が明確なうえ、高度な技術で製作した大規模備前焼作品であ

り、岡山の地域性を示す文化財として重要である。 

（4）登録基準  一 国土の歴史的景観に寄与しているもの 



 

 

由加神社 

★ 現 地

位置図  



  

配置図            

大鳥居 

拝殿 

幣殿

三宝荒神社本殿 
本殿 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②拝殿及び幣殿  

向唐破風造向拝 見上げ 

 

①拝殿及び幣殿 正面 

③三宝荒神社本殿 正面  



 

  

④（左）⑤（右） 三宝荒神社本殿の装飾 

⑥大鳥居 正面  

⑦大鳥居 柱刻銘「明治廿七年」 ⑧大鳥居 柱刻銘「一月」  



【用語解説】 

・拝殿（はいでん）：祭礼に際して祭員が着座したり礼拝するための殿舎（出典１） 

・幣殿（へいでん）：本殿と拝殿の間にあって、参拝者が幣帛を捧げるための建物（出典 1） 

・虹梁（こうりょう）、木鼻（きばな）：建物内部の部位（図１参照） 

・向拝（こうはい）：社殿や仏殿の正面に差し出された構造物。庇（出典１、図２参照） 

・入母屋造（いりもやづくり）、切妻造（きりづまづくり）：屋根の形状（図３参照） 

・平入（ひらいり）、妻入（つまいり）：入口の位置が建物の長手側（平）にあるものが平

入、切妻屋や入母屋の三角形になった側や短辺側にあるものが妻入（出典１、図４参照） 

・千鳥破風（ちどりはふ）、唐破風（からはふ）：破風とは屋根の妻側において山形に取り付

けられた板及びその付属物の総称。形状と位置によって唐破風、千鳥破風などと呼ばれる。

（出典１、図２参照） 

・向唐破風（むこうからはふ）：軒先だけでなく、屋根全体を丸く作った唐破風。 

・擬宝珠高欄（ぎぼしこうらん）：高欄とは日本建築で縁や廊下、あるいは橋につく欄干をい

う。端部及びその他の位置において擬宝珠(ぎぼし)を頂部に載せた柱を立てているものを擬宝

珠高欄と呼ぶ。（出典１、図２参照） 

・頭貫（かしらぬき）：貫とは柱を貫いて相互に繋ぐ横木。主として社寺建築において柱頂部

に渡してある貫（出典１、図４参照） 

・春日鳥居（かすがとりい）：鳥居形式には島木のない神明鳥居系統と島木を持つ明神鳥居系

統とに大別される。春日鳥居は明神鳥居系統で、笠木と島木の反りもがないか少ない特徴を

有する。（出典１） 

 

出典１ 彰国社編 1993 『建築大辞典第 2 版』 彰国社 

出典 2 小林一元・高橋昌巳・宮越喜彦・宮坂公啓編著 1997 『木造建築用語辞典』井上書院 

出典３ 文化庁歴史的建造物調査研究会編著 1994 『建物の見方・調べ方 江戸時代の寺院と

神社』きょうせい 

 

 

  



 

  

図２ 神社の部位名称(出典２) 

図１ 木造建築内部の各部名称（出典２） 



 

図３ 屋根の形状(出典３) 

肘木 

図４ 妻入と平入(出典３) 

図５ 頭貫の位置(出典１) 



◎登録文化財制度について 

  建造物については、平成８（1996）年１０月１日に施行された制度。近年の開発の進展、生

活様式の変化等により、社会的評価を受ける間もなく消滅する恐れのある多くの近代の建造物を

中心として、後世に幅広く保存、継承していくため、緩やかな保護措置を講じる制度で、指定制

度を補完する。 

  平成１７（2005）年４月から美術工芸品、民俗文化財、記念物（遺跡関係、名勝地関係、動

物・植物及び地質鉱物関係）、令和３（2021）年６月から無形文化財（演劇、音楽、工芸技術

等）、無形民俗文化財（風俗慣習、民俗芸能、民俗技術等）にも拡充された。 

 

◎登録有形文化財（建造物）登録基準 

 建築物、土木構造物及びその他の工作物（重要文化財及び文化財保護法第 182 条第 2 項に規定

する指定を地方公共団体が行っているものを除く。）のうち、原則として建設後 50 年を経過し、

かつ、次の各号の一に該当するもの 

  一 国土の歴史的景観に寄与しているもの 

  二 造形の規範となっているもの 

  三 再現することが容易でないもの 

 

◎登録有形文化財（建造物）制度と国の指定制度の主な違い 

項  目 登録有形文化財(建造物)制度 国の指定制度 

現状変更・修理 外から見える範囲の外観１／４以上

を変える場合には文化庁に事前の届

を提出。内部の改装や使用については

基本的に自由。 

現在の状態を変更する場合は事前に

文化庁に許可を求める。現状を変え

ない修理については、文化庁に事前

の届を提出。 

優遇措置 保存・活用に必要な修理の設計監理費

の５０％を国が補助 

修理費の５０～８５％を国が補助 

 

◎県内の登録有形文化財（建造物）の件数 

●総 数  

 

 

 

 ●時代別 

 江戸時代 明 治 大 正 昭 和 計 

新規登録 ２ １   ３ 

累  計 7８ 1３４ ６５ 86 363 
  

●種 別 

 産   業 交 
 

通 

官
公 
庁
舎 

学 
 

校 

生
活 
関
連 

文
化 
福
祉 

住 
 

宅 

宗 
 

教 

治
山 
治
水 

他 計 １

次 

２ 

次 

３

次 

新規登録            ３   ３ 

累  計  2６ 21 ８ 12 15 44 23 105 102 １ ６ 363 

新規登録 １か所（３件） 

累  計 １１０か所（３６３件） 



令和6年3月15日現在

名         称 棟数 所有者 所在地 登録年月日

1 楠戸家住宅 ４棟 楠戸合名会社 倉敷市東町 平成8年12月20日
(平成14年2月20日一部抹消)

2 城東むかし町家
（旧梶村家住宅）

８棟 津山市 津山市東新町 平成 9年 5月 7日

3 作州民芸館（旧土居銀行本店） １棟 津山市 津山市西今町 平成9年5月7日

4 旧中國銀行牛窓支店 １棟 瀬戸内市 瀬戸内市牛窓町牛窓 平成9年5月7日
5 村山家住宅主屋 １棟 個人 倉敷市児島下の町 平成9年6月12日

6 佐伯町ふる里会館
（旧和気郡山田村役場庁舎）

１棟 和気町 和気町岩戸 平成9年9月3日

7 大多府漁港元禄防波堤 １基 岡山県 備前市日生町大多府 平成10年1月16日
8 海遊文化館

（旧牛窓警察署本館）
１棟 瀬戸内市 瀬戸内市牛窓町牛窓 平成10年7月23日

9 津山基督教図書館 １棟 津山社会教育
文化財団

津山市山下 平成10年10月9日

10 知新館 ４棟 津山市 津山市南新座 平成10年10月9日

11 倉敷紡績記念館 １棟 倉敷紡績(株) 倉敷市本町 平成10年12月11日

12 児島虎次郎記念館 １棟 倉敷紡績(株) 倉敷市本町 平成10年12月11日

13 中国銀行倉敷本町支店 １棟 (株)中国銀行 倉敷市本町 平成10年12月11日

14 天籟庵 １棟 吉備中央町 吉備中央町吉川 平成11年2月17日

15 万代家住宅主屋 １棟 個人 和気町原 平成11年7月8日

16 翁橋 １基 津山市 津山市西今町 平成11年10月14日

17 江見写真館 １棟 個人 津山市山下 平成12年2月15日

18 野﨑家別邸迨暇堂 １０棟
２基

ナイカイ塩業
(株)

倉敷市児島味野 平成12年4月28日
(平成19年8月22日一部抹消)

19 あけぼの旅館 １棟 個人 津山市戸川町 平成12年4月28日

20 永井家住宅主屋 １棟 個人 和気町和気 平成12年4月28日

21 旧柚木家住宅（西爽亭） ３棟 倉敷市 倉敷市玉島 平成12年10月18日

22 倉敷市歴史民俗資料館
（旧倉敷幼稚園園舎）

１棟 倉敷市 倉敷市西中新田 平成12年10月18日

23 倉敷市立磯崎眠亀記念館 １棟 倉敷市 倉敷市茶屋町 平成12年10月18日

24 倉敷天文台スライディングルーフ観
測室

１棟 倉敷天文台 倉敷市福田町古新田 平成13年8月28日

25 閑谷学校資料館 １棟 岡山県 備前市閑谷 平成13年8月28日

26 井風呂谷川砂防三号堰堤 １基 国 総社市見延地内 平成14年2月14日

27 岡山禁酒会館 １棟 岡山禁酒会館 岡山市北区丸の内 平成14年6月25日

28 大賀家住宅主屋ほか ９棟 個人 岡山市北区今保 平成14年6月25日

29 丸本家住宅及び丸本酒造 １１棟 丸本酒造(株) 浅口市鴨方町本庄 平成15年12月1日

30 西江家住宅主屋ほか ９棟 個人 高梁市成羽町坂本 平成15年12月1日

31 野﨑武左衛門翁旌徳碑ほか ２基
１対
１所

竜王会館 倉敷市児島味野 平成16年6月9日

32 天仲院本堂 １棟 天仲院 総社市井尻野 平成16年6月9日

33 三野浄水場 １棟
１基
１所

岡山市 岡山市北区三野 平成17年2月9日

34 半田山配水池 ３棟
３基

岡山市 岡山市北区法界院 平成17年2月9日

35 京橋水管橋 １基 岡山市 岡山市北区京橋町
～中区西中島町

平成17年2月9日

36 おかやま旧日銀ホール
（旧日本銀行岡山支店本館）

１棟 岡山県 岡山市北区内山下 平成17年12月26日

37 総社市まちかど郷土館
（旧総社警察署）

１棟 総社市 総社市総社 平成18年3月2日

38 ＪＲ津山線（旧中国鉄道）建部駅駅 １棟 岡山市 岡山市北区建部町中田 平成18年3月2日
39 無垢橋 １基 誕生寺 久米南町里方 平成18年3月2日

40 旧片上鉄道吉ヶ原駅駅舎 １棟 美咲町 美咲町吉ヶ原 平成18年3月2日

41 旧京橋火の見櫓 １基 岡山市 岡山市北区京橋町 平成18年3月27日

登録有形文化財（建造物）



名         称 棟数 所有者 所在地 登録年月日

42 真鍋家住宅主屋ほか ５棟 個人 笠岡市真鍋島 平成18年3月27日

43 定金家住宅主屋 １棟 個人 浅口市金光町大谷 平成18年3月27日

44 加茂川歴史民俗資料館
（旧加茂葉たばこ取扱所）

１棟 吉備中央町 吉備中央町下加茂 平成18年3月27日

45 津山郷土博物館
（旧津山市庁舎）

１棟 津山市 津山市山下 平成18年10月18日

46 奥津発電所吉井川取水堰堤・調整
池・本館ほか

8基
２所

中国電力(株) 鏡野町上斎原・下斎原・
奥津川西

平成18年10月18日

47 入発電所本館・水槽ほか １棟
１基
１所

中国電力(株) 鏡野町入 平成18年10月18日

48 平作原発電所恩原貯水池堰堤・余
水路・本館・水槽ほか

１棟
３基
６所

中国電力(株) 鏡野町平作原 平成18年11月29日

49 上斎原発電所吉井川取水堰堤・会
流池・天王川水路沈砂池・本館ほ
か

１棟
３基
５所

中国電力(株) 鏡野町平作原 平成18年11月29日

50 奥津発電所会流池 １所 中国電力(株) 鏡野町平作原 平成18年11月29日

51 岡山大学情報展示室
（旧陸軍第十七師団衛兵所）

１棟 岡山大学 岡山市北区津島中 平成19年5月15日

52 岡山大学医学部門衛所・正門
（旧岡山医科大学門衛所・正門）

１棟
１基

岡山大学 岡山市北区鹿田町 平成19年5月15日

53 赤磐市吉井郷土資料館
（旧仁堀尋常高等小学校本館）

１棟 赤磐市 赤磐市周匝 平成19年5月15日

54 ノートルダム清心女子大学ノートル
ダムホール本館・東棟

２棟 ノートルダム清
心学園

岡山市北区伊福町 平成19年7月31日

55 龍乗院本堂・鐘楼門・石段及び石
垣

２棟
１所

龍乗院 玉野市東田井地 平成19年7月31日

56 岡山県立高松農業高等学校資料
館

１棟 岡山県 岡山市北区高松原古才 平成19年10月2日

57 岡山県立倉敷天城高等学校武道
場

１棟 岡山県 倉敷市藤戸町天城 平成19年10月2日

58 旧松井家住宅主屋 １棟 岡山県 総社市上林 平成19年10月2日

59 旧山手村役場 １棟 岡山県 総社市上林 平成19年10月2日

60 備中屋高祖酒造主屋・蔵座敷・井
戸及び洗い場・煙突

２棟
１基
１所

高祖酒造(株) 瀬戸内市牛窓町牛窓 平成19年10月2日
(平成28年9月14日一部抹消)

61 ＪＲ伯備線美袋駅駅舎 １棟 総社市 総社市美袋 平成20年3月7日

62 ＪＲ因美線美作滝尾駅駅舎 １棟 津山市 津山市堀坂 平成20年10月23日

63 妙教寺本堂・客殿及び庫裏・寒松
軒ほか

３３棟 最上稲荷妙教
寺

岡山市北区高松稲荷 平成21年1月8日

64 日本基督教団倉敷教会教会堂 １棟 日本基督教団
倉敷教会

倉敷市鶴形 平成21年1月8日

65 寳福寺仏殿・方丈・玄関及び食堂・
庫裏ほか

１５棟
８基
１所

寳福寺 総社市井尻野 平成21年1月8日
平成21年4月28日

66 若竹の園保育園舎事務室棟・幼児
保育南棟

２棟 若竹の園 倉敷市中央 平成21年4月28日

67 清水家住宅主屋・納屋・土蔵・門及
び井戸覆屋

４棟 個人 津山市河辺 平成21年4月28日

68 旧中島病院本館 １棟 津山市 津山市田町 平成22年9月10日

69 岡山県立岡山朝日高等学校（旧第
六高等学校）柔道場・東書庫・西書
庫・正門及び石積

３棟
１基

岡山県 岡山市中区古京町 平成23年1月26日

70 JR伯備線方谷駅駅舎 １棟 高梁市 高梁市中井町西方 平成23年7月25日

71 洞松寺本堂・開山堂及び位牌堂・
禅堂及び接賓ほか

９棟
１基

洞松寺 小田郡矢掛町横谷 平成23年7月25日

72 旧専売局味野収納所山田出張所
庁舎及び文庫

２棟 玉野市 玉野市山田 平成23年10月28日

73 岡山県総合グラウンドクラブ
（旧岡山偕行社）

１棟 岡山県 岡山市北区いずみ町 平成24年8月13日

74 竹本家住宅主屋・長屋及び米蔵 ２棟 個人 新見市千屋実 平成26年4月25日



名         称 棟数 所有者 所在地 登録年月日

75 旧岡野屋旅館客室棟・門及び塀 ２棟 (株)辻本店 真庭市勝山 平成26年4月25日

76 辻本店店舗兼主屋ほか ９棟 (有)旭 真庭市勝山 平成26年4月25日

77 金光学園中学高等学校記念講堂 １棟 金光学園 浅口市金光町占見新田 平成26年10月7日
78 梅荘本館・別館・離れ・女中部屋及

び台所・蔵
５棟 個人 倉敷市児島通生 平成27年3月26日

79 姫井家住宅　主屋・長屋門 ２棟 個人 浅口市鴨方町鴨方 平成27年3月26日

80 旧勝田郡役所庁舎 １棟 勝央町 勝田郡勝央町勝間田 平成28年11月29日

81 旧木村家住宅土蔵 １棟 勝央町 勝田郡勝央町勝間田 平成28年11月29日

82 西大寺牛玉所殿本殿・釣殿・拝殿
及び奥殿
高祖堂・経蔵（輪蔵）・仁王門・石
門・鐘楼門

７棟 西大寺 岡山市東区西大寺中 平成29年5月2日
令和元年9月10日

83 旧吉田彦七家住宅 １棟 個人 倉敷市水島西栄町 平成29年10月27日

84 旧林家住宅 １棟 個人 倉敷市祐安 平成29年10月27日

85 旧永瀬家住宅主屋及び井戸 １棟
１基

永瀬清子生家
保存会

赤磐市松木 平成29年10月27日

86 木山神社拝殿・渡廊下、善覚稲荷
神社本殿・拝殿

４棟 木山神社 真庭市木山 平成29年10月27日

87 田中酒造場主屋・店蔵・本蔵・仕込
蔵及び貯蔵蔵

５棟 個人 美作市古町 平成29年10月27日

88 金光教徒社東棟・中央棟及び西棟 ３棟 金光教 浅口市金光町大谷 平成29年10月27日
89 弘泉寺本堂及び山門 ２棟 弘泉寺 倉敷市下津井田之浦 平成30年3月27日
90 仙田家住宅主屋 １棟 個人 倉敷市藤戸町天城 平成30年5月10日
91 旧中山家住宅主屋、離れ屋及び内

蔵、中蔵、米蔵、長屋門
５棟 個人 倉敷市連島町西之浦 平成30年11月2日

92 仲﨑家住宅主屋
１棟 瀬戸内市 瀬戸内市長船町福岡 平成30年11月2日

93 旧赤坂尋常小学校校舎 １棟 個人 赤磐市馬屋 平成30年11月2日
94 金光教教学研究所客殿、客殿付属

舎、洋館
３棟 金光教 浅口市金光教大谷 平成30年11月2日

95 奥津荘本館 １棟 奥津荘 苫田郡鏡野町奥津 平成30年11月2日
96 佐藤家住宅主屋、東土蔵、西土

蔵、長屋門
４棟 個人 倉敷市福田古新田 平成31年3月29日

97 長島愛生園旧事務本館、旧収容
所、旧日出浴場、旧洗濯場、園長

５棟 長島愛生園 瀬戸内市邑久町虫明 平成31年3月29日

98 邑久光明園恩賜会館、旧裳掛小・
中学校第三分校、奉安殿、物資運
搬斜路、瀬溝桟橋

３棟
２基

邑久光明園 瀬戸内市邑久町虫明 平成31年3月29日

99 大浦神社本殿、祝詞殿・幣殿及び
拝殿、鳥居

２棟
１基

大浦神社 浅口市寄島町 令和元年９月10日

100 実際寺本堂、客殿、鐘楼、納屋、山
門、外塀及び石垣

５棟
１基

実際寺 倉敷市中島字村内北町 令和元年12月10日

101 旧倉敷市庁舎（倉敷市立美術館） １棟 倉敷市 倉敷市中央二丁目 令和2年8月17日

102
溝手家住宅主屋、長屋門、一号
蔵、二号蔵、三号蔵、屏風蔵、倉
庫、新座敷、漬物小屋、ビリヤード

１０棟 個人 都窪郡早島町 令和3年2月4日

103 中山神社拝殿、幣殿 ２棟 中山神社 津山市一宮 令和3年6月24日

104 旧荘家住宅座敷棟 １棟
里山アグリ株式
会社

真庭市下呰部 令和4年2月17日

105 戸田家住宅主屋 １棟 個人 新見市上熊谷 令和4年10月31日

106
林原美術館本館、東蔵、中蔵、西
蔵、長屋門

５棟 株式会社林原 岡山市北区丸の内 令和5年8月7日

107 井原市民会館本館、別館 ２棟 井原市 井原市井原町 令和5年8月7日

108 長鋪家住宅主屋、内蔵、内門 3棟 個人 笠岡市神島 令和6年3月6日

109
山成酒造店舗兼主屋、離れ座敷、
内蔵、蔵、東仕込蔵、西仕込蔵

6棟 個人 井原市芳井町 令和6年3月6日

110
由加神社拝殿及び幣殿、三宝荒神
社本殿、大鳥居

2棟
1基

由加神社 倉敷市児島由加


